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急
漢方・鍼灸を活用した日本型医療の創生のための詞査研究

「科学的根拠の現状と課題」テーマに第 2 回会議

平
成
2
1
年
度
の
厚
生
労
働
科

学
研
究
費
特
別
研
究
「
漢
方
・

鍼
灸
を
活
用
し
た
日
本
型
医
療

の
創
生
の
た
め
の
調
査
研
究
」

（
班
長
、
黒
岩
祐
治
・
国
際
医

療
福
祉
大
学
大
学
院
教
授
）
の

第
2

回
会
議
が
1
月1
8日
、
慶

応
義
塾
大
学
（
東
京
都
新
宿
区

信
濃
町
）
で
開
催
さ
れ
た
。

同
研
究
で
は
、
日
本
の
医
療

が
直
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
漢
方
・
鍼
灸
を
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
で
解
決
で
き
な

い
か
を
模
索
す
る
。
ま
た
、
W

H
o

（
世
界
保
健
機
構
）
や
ー

s
o

（
国
際
標
準
化
機
構
）
の

「
伝
統
医
学
の
国
際
標
準
化
」

を
巡
る
情
勢
に
お
い
て
、
中

国
・
韓
国
が
国
策
と
し
て
取
り

組
む
一
方
、
日
本
の
行
政
面
で

黒岩祐治氏

の
対
応
は
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
り
、
自
国
医
療

の
基
盤
の
確
保
·
環
境
整
備
が

急
務
だ
と
い
う
背
景
が
あ
る
。

成
果
は
施
策
提
言
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
る
予
定
。

今
回
は
『
科
学
的
根
拠
の
現

状
と
課
題
（
エ
ビ
デ
ン
ス
の
創

一

出
の
た
め
に
）
』
を
テ
ー
マ

に
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
渡
辺
賢
治
氏
（
慶
応
大
学

医
学
部
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
）

は
、
個
別
化
治
療
、
患
者
の
主

観
を
重
視
す
る
医
療
、
証
に

基
づ
く
治
療
と
い
う
特
色
を

持
つ
伝
統
医
療

に
は
、
従
来
の

R
C
T
（
無
作

為
比
較
試
験
）

は
不
向
き
で

あ
り
、
研
究
手

法
そ
の
も
の
の

研
究
が
必
要
だ

と
指
摘
。
愁
訴

を
中
心
と
し
た

個
々
の
デ
ー
タ

を
集
積
化
し
、

経
時
的
デ
ー
タ

マ
イ
ニ
ン
グ
に

よ
り
解
析
す
る

手
法
を
提
案
し

た
。
具
体
的
に

詐
欺
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
療

養
費
請
求
団
体
元
代
表
の
辻
竹可

胴
認
生省
厚
一
東
京
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
協
同
組
合

働
越

労
信
1

生
東
O
O
東
京
都
品
川
区
西
五
反
田T
_
2
2
9
1
7

厚
⑲
仕〒

C
o
3
(
5
7
4
5
)
9
9
6
0
 

T
o
c

ビ
ル
8

階

隆志氏関

は
、
宮
野
悟
氏
（
東
京
大
学
医

科
学
研
究
所
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
析

セ
ン
タ
ー
）
が
、3
5
0
0

件

以
上
の
問
診
・
診
断
デ
ー
タ
に

基
つ
く
慶
応
大
学
の
漢
方
問
診

シ
ス
テ
ム
を
紹
介
。
例
え
ば
冷

え
症
の
変
化
な
ら
ば
、
数
学
的

手
法
に
よ
っ
て
選
び
出
さ
れ
た

3
5項
目
の
問
診
事
項
か
ら
高
い

正
答
率
で
予
測
が
で
き
る
と
報

告
し
た
。り

(\ 
鍼
灸
に
関
し
て
は
、関
隆
志

約
2

億
1

千
万
円
詐
欺
容
疑
で
昨
年
逮
捕

平
成
1
0年
の
寅
年
か
ら
閑
話
欄
を
書
き
は
じ
め
、
干
支
が
が
、
弊
紙
映
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容

一
回
り
し
た
。
「
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
」
内
容
が
、
あ
ま
り
に
も
デ
タ
ラ
メ
で
バ
カ
バ
カ
し
い
。
「
整
骨
鍼
灸
マ
院
開
業
・
柔

で
、
よ
く
も
1
2
年
も
続
い
た
も
の
だ
。
コ
ラ
ム
の
名
人
・
故
整
学
校
創
設
・
健
保
取
扱
・
保
険
取
扱
団
体
設
立
な
ど
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

山
本
夏
彦
氏
は
、
「
ピ
ー
ク
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
」
が
連
載
ル
（
専
門
）
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
歴

4
0年」
と
自
称
す
る
人
物
「
G
」
が
、
柔
整

を
長
続
き
さ
せ
る
秘
訣
で
、
ピ
ー
ク
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
団
体
A
を
誹
謗
中
傷
す
る
文
章
を
大
量
に
書
き
込
ん
で
い
る
。
団
体
A
が
保
険

は
広
告
を
し
な
い
こ
と
だ
と
説
い
て
い
た
。
金
詐
欺
を
働
い
て
い
る
、
検
察
の
手
が
入
っ
た
、
保
険
取
扱
い
史
上
は
じ
ま
っ

さ
て
、
付
き
合
い
程
度
の
広
告
し
か
し
な
い
弊
紙
だ
が
、
昨
年
の

1

月
2
5
日
て
以
来
の
犯
罪
組
織
だ
と
か
の
悪
口
雑
言
を
並
べ
、
挙
げ
句
の
果
て
に
は
事
業

号
が
朝
日
放
送
の
報
道
番
組
に
取
り
上
げ
仕
分
け
で
の
逓
減
率
強
化
と
い
う
評
価
は

ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
テ
レ
ビ
が
只
で
宣
団
体
A
の
せ
い
だ
と
い
う
あ
り
様
。
業
界

匿
名
で
悪
口
と
は
卑
怯
な
り

伝
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
放
送
後
に
新
紙
の
立
場
か
ら
団
体
A
の
内
情
は
承
知
し

規
購
読
者
が
増
え
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
て
い
る
が
、
全
く
の
事
実
無
根
。
こ
の
よ

だ
。
そ
の
映
像
が
最
近
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
う
な
荒
唐
無
稽
、
お
ま
け
に
誤
字
だ
ら
け
の
書
き
込
み
を
真
に
受
け
る
者
は
い

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
「
ミ
ク
シ
ィ
」
と
い
う
サ
イ
ト
の
中
の
、
柔
道
整
復
に
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
添
え
物
と
し
て
弊
紙
の
映
像
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
迷

関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
ミ
ク
シ
ィ
と
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
惑
至
極
で
あ
る
。

グ
・
サ
イ
ト
の
―
つ
で
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
促
進
・
サ
ポ
ー
ト
す
る
コ
G
は
団
体

A

に
恨
み
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
匿
名
の
影
に
隠
れ
て
デ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
の
会
員
制
の
サ
ー
ビ
ス
」
だ
そ
う
だ
が
、
何
の
こ
と
だ
か
チ
ン
マ
を
垂
れ
流
す
の
は
卑
怯
で
、
人
を
呪
わ
ば
穴
二
つ
だ
。
キ
ー
ボ
ー
ド
に
向
か

プ
ン
カ
ン
プ
ン
。
要
す
る
に
同
じ
趣
味
や
職
業
の
人
た
ち
が
ネ
ッ
ト
上
に
集
ま
っ
て
日
夜
黙
々
と
悪
口
を
書
い
て
い
る
姿
を
思
う
と
背
筋
が
寒
く
な
る
。
そ
れ

り
、
匿
名
で
情
報
交
換
し
た
り
す
る
場
所
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の
こ
と
ら
し
い
に
し
て
も
ネ
ッ
ト
社
会
と
は
、
実
に
お
ぞ
ま
し
、
一
面
が
あ
る
も
の
だ
。

氏
（
東
北
大
学
医
学
系
研
究
科

先
進
漢
方
治
療
医
学
講
座
）

が
、
臨
床
研
究
を
実
施
す
る
に

は
医
療
機
関
に
お
け
る
鍼
灸

康
被
告
に
対
す
る
判
決
が
、1

月
2
8日午
後
4
時
半
、
大
阪
地

方
裁
判
所
第6
0
4

号
法
廷
で

言
い
渡
さ
れ
る
。

辻
被
告
は
平
成1
6年7
月
、

自
身
の
団
体
傘
下
の
整
骨
院
の

療
養
費
請
求
金
額
を
水
増
し

し
、
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
契
約
を

結
ぶ
信
販
会
社
か
ら
約2
億
1

千
万
円
を
だ
ま
し
取
っ
た
と
し

て
、
昨
年8
月
2
5
日
に
逮
捕
さ

れ
た
。

が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
、
鍼

灸
師
養
成
教
育
、
医
師
へ
の
鍼

灸
教
育
、
医
療
制
度
、
医
療
経

済
の
観
点
か
ら
国
内
体
制
の
構

築
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
さ
ら

に
、
開
業
の
熟
練
鍼
灸
師
の
元

で
は
個
別
性
の
高
い
治
療
が
行

わ
れ
、
患
者
の
満
足
度
も
高
い

こ
と
か
ら
、
簡
潔
な
入
カ
シ
ス

テ
ム
で
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
の
集

積
が
可
能
か
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
木
内
文
之
氏

（
慶
応
大
学
薬
学
部
）
は
、
漢

方
処
方
や
生
薬
の
品
質
の
多
様

性
を
解
説
し
た
。

今
回
の
会
議
で
は
、
エ
ビ
デ

ン
ス
の
創
出
に
は
医
療
情
報
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
必
須
で
あ

り
、
統
一
さ
れ
た
形
式
で
の
電

子
カ
ル
テ
の
導
入
な
ど
も
議
題

に
挙
げ
ら
れ
た
。

鍼
灸
治
療
の
保
険
取
扱
い
を

' 
職
業
賠
償
責
任
保
険
に
加
入
で
き
ま
す

1 月 28日大阪地裁

「鍼灸柔整新聞」がホームページ

からも読めるようになりました。当

分の間はテスト期間中として、どな

たでも無料でアクセスできます。ぜ

ひ一度、デジタル版「鍼灸柔整新

聞」をご覧ください。なお、テスト

期間終了後は有料とさせていただ＜

予定です。

〔鍼灸柔整新聞 ）唖
| http://www.jusei.gr.jp/shinkyu/ 1 

........ 
: 

................................ :
 .. .
 

. 
こ三口匹O

O
l
□
_―

-
i
丘
ッ
ビ
麟
麟
＿
治
言
在
ニ

一
〖
宝
◎

0
1

ニ

~
云
自
灸

E

~
．
接
鍼
f

5

f
ー
｀

l
i
l
者
g
i
土
ヽ
・
・

柔整・鍼灸職業賠償責任保険のことなら
全国柔整鍼灸協同組合団体保険取扱 勺力勺保険へ

当事務所は「信頼・誠実・創意」をモットーに
ご契約者様のニーズに答えるべく保険代理店の
枠を超えて、常に新しい保険商品の開発に参画
してまいりました。とくに、職業賠償保険では
柔道整復師・鍼灸マッサージ師・電気設計業者
消防設備業者などで独自の境地を開きました。 高田信一
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、 取扱保険会社 http:www,takadahoken.co,jp tio@takadahoken,co,jp 
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